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可害

を
つ
け
よ
フ
ね

(
其
角
)

商
士
会
議
一
宮
主
催
に
よ
る
ん
荊
ま
つ

h
u、
蜜
展
覧
会
場
に
て
写
ナ
。

会
場
に
は
、
名
口
問
が
秋
の
臼
を
受
け
て
脱
き
き
そ
っ
て
い
ま
し
た
。

1 0 月 1 日現在

管内区域別人口

本庁 64 ， 527人
大野究所 14.432 
神田出接所 3.904
蹴島ヂ 2, 087 
岡崎 �' 1,699 
金田 �' 1,895 
.)[日夕 3-954
土沢政 3,971 
総数 96 ， 4的

〈出~一一一一
tt 

祖国一E晶

京
成
は
第
の
使
に
措
麗
ま
で

震設捜蔀 諜比呂志
ぜ以出したい、乙のチ仰向ムーヲク

市内土木工事にはたらぐ、日麗労務者を慰労する
運動会は、来る1J周沼田市営挑誤公鐙ホッケー揚で
催される予定でナ。
アベック競争、湾問5競走など、いまから人気を際ん
でいます。



(2) 

十
月
末
か
ら
十
一
月
初
日
に
か
け
運
命
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と
を
思
い
、

て
わ
た
く
し
は
あ
わ
た
だ
し
い
臼
を

ζ
の
犠
牲
者
の
た
め
に
も
平
塚
市
の

す
ご
し
ま
し
た
。
合
併
直
後
の
忙
し
復
興
と
、
市
民
生
活
の
平
和
と
幸
福

さ
に
心
を
践
し
な
が
ら
も
十
月
二
十
と
を
念
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ

穴
日
に
は
、
拒
路
市
に
お
い
て
行
わ
た
の
で
す

Q

れ
た
空
爆
に
よ
る
戦
誕
妬
没
者
の
慰
十
一
月
の
初
旬
に
は
、
倍
八
回
の

霊
塔
線
工
式
及
び
輔
、
一
二
十
七
日
の
慰
金
国
漁
権
大
会
に
出
席
、
漁
港
の
視

軍
部
に
、
戦
災
都
市
の
代
表
者
と
し
翠
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
に
な
り

て
、
が
列
い
た
し
~
出
品
し
た
。
ナ
乙
ぶ
て
、
平
塚
漁
港
も
、
指
定
浩
に
加
え

る
感
会
で
一
対
賀
陽
宮
さ
や
立
は
総
裁
と
ら
れ
て
炉
濯
の
お
伸
間
入
の
一
が
出
来

し
て
、
ま
た
、
一
元
町
附
鴎
宮
さ
ま
も
わ
ー
る
と
同
時
に
、
懸
案
の
市
常
魚
市
場

ざ
わ
ざ
御
間
席
、
本
願
寺
の
訣
芯
在
も
駿
工
し
、
関
係
団
体

ω
融
和
と
協

湾
問
に
、
各
宗
各
派
の
諸
管
長
方
が
力
の
開
務
が
怒
っ
た
の
で
、
わ
た
く

番
僧
を
し
た
が
え
て
の
日
間
経
、
と
の
し
は
開
設
の
資
話
者
で
も
あ
り
、
挽

臼
は
秋
何
日
も
さ
わ
や
か
に
佑
れ
商
品
戸
港
樹
祭
に
出
か
げ
た
わ
け
で
あ
り
一
添

わ
J、
五
十4刀
L
及
ぶ
犠
牲
者
の
町
議
を
す
。
合
併
に
よ
る
農
村
地
階
の
諮
問
出

慰
め
る
べ
く
、
天
も
乙
の
託
大
を
め
は
も
と
よ
り
、
治
知
県
に
た
い
し
て
も

ぐ
ま
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
秋
力
を
い
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
。

日
和
、
わ
た
く
し
も
関
東
地
区
内
在
日
っ
て
き
ま
す
と
、
開
布
阿
国
間

と
し
て
、
御
崎
街
を
い
た
し
ま
し
た
題
に
関

γ
る
新
聞
記
事
で
し
た
。
九

平
塚
市
で
も
七
百
十
六
日
夜
の
祭
嬰
号
に
も
香
い
が
住
千
フ
に
、

b
が
平
塚

に
、
一
一
百
二
十
三
仲
間
の
犠
牲
を
出
し
市
一
家
の
兄
弟
姉
妹
は
互
い
の
利
害

て
お
り
去
す
。
わ
た
く
し
も
躍
が
一
し
を
理
解
し
合
っ
て
、
自
分
の
立
場
だ

て
、
家
も
、
家
財
も
失
っ
た
市
民
の
け
を
闘
訓
ず
る
に
と
は
滋
け
ね
ば
、

一
人
な
の
で
す
が
、
一
平
い
命
。
つ
が
市
全
体
の
一
波
の
繁
栄
は
謀
め
な
い

な
く
、
乙
の
ぼ
見
山
引
に
の
ぞ
み
、
私
の
で
す
。

牲
者
の
誕
測
を
一
ル
い
る
こ
と
の
出
来
る

昭和 3 1 年 1 1 月 1 0 思jJ戸
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切っ

i覇

(
戸
川
氏
雌
)

基
本
選
挙
λ
名
簿
'

が
で
き
ま
し
た

一
一
一
月
二
O
白
現
在
の
問
内
の
有
権

者
登
確
認
す
るw基
本
選
挙
人
名
簿
H

が
、
九
月
一
元
自
調
査
の
白
か
ら
、
一
ヶ

月
半
ぶ
り
に
と
と
の
い
、
一
一
月
五
日

か
ら
同
一
九
日
誌
で
市
役
所
で
従
覧
に

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
市
践
の
名
簿
は
、
各
々
の

支
所
、
出
眼
所
で
従
覧
で
き
ま
す
。

あ
な
た
が
確
か
に
の
ヨ
て
い
る
か
、

間
違
い
は
な
い
か
、
ぜ
ひ
耀
か
め
て
下

さ
い
。

d
a電
容
易g
g
e弘
臥
吻

‘
、
，
a

雲
る
一
O
月
一
一
一
一
一
回
、
市
議
会
臨
む

l
i

烏
@
金
目
各
国
保
底
営
診
療

F
F
}

開
会
議
が
悶
か
れ
、
次
所
や
出
校
一
附

O
議
公
の
事
務
部
局
の
職
員
市
告
と
す
る
条
例
が
決
ま
り
ま
し
た

の
技
醤
舟
一
決
治
た
も
の
な
ど
、
全
部
、
八
人
(
一

)
O

社
会
救
出
円
改
施
行
条
令
の
改
正
を

で
…
四
工
及
ぶ
条
例
や
お
一
例
の
一
部

O
C謀
議
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員
見
、
平
塚
と
担
調
公
民
館
の
外
に
旧

改
正
を
議
決
‘
併
せ
て
、
全
川
市
学
六
人
合
一
)
町
村
の
地
域
に
一
ケ
所
宛
、
市
江
沿

校
教
同
組
合
溺
約
を
改
正
、
院
長
一
議

Q
啄
首
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員
民
館
が
設
讃
さ
れ
一
渓
す
。

員
の
拍
薦
と
市
国
保
運
鐙
協
議
会
讃
\
一
-
九
人
(
二
)
金
司
村
と
平
塚
市
と
で
組
蹴
ず
る
こ

闘
の
沃
認
が
行
ゎ

i
i
i
h
i
-
f
i
-
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
j

と
に
な
っ
た
。
金

れ
ま
し
たv

ハ
り
3
3
h
ノ
監
臨
時
、
雪
戸
h
》
旭
中
学
校
教
育
組

目
あ
た
ら
し
い
骨
量

A
i
y
r
f
ν令
室
開
d
A議
J
ん
J
i
b
d

合
の
規
約
が
雲

と
こ
ろ
で
は
」
相
官ii
i
i
i
i
i
j
i
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
t
-
9
1
f
i
i

た
め
て
定
め
ら
れ

員
定
数
条
例H
が
合
併
に
伴
い
、
次O
学
校
の
職
員
一
一
一
二
人
〈
二
八
)
組
合
長
に
市
長
十
副
組
合
長
に
金
自

の
と
おD
あ
ら
た
め
ら
れ
ま
し
た
。i
市
立
高
校
の
教
員
魯
小
中
学
校
仲
間
長
が
決
ま
り
、
組
合
の
事
融
制
は
市

(
)
内
は
増
員
数
の
議
設
婦
@
給
品
川
等j

教
育
一
週
民
会
で
行
う
こ
と
に
な
わ
長

。
市
長
の
事
務
部
局
の
職
員
O
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
職
員
じ
た
。

一
二
三
二
人
〈
一
O
九
)
一

O
人
(
五
)
と
の
規
約
は
知
事
の
沃
認
を
ま
;

!
i

玄
所
。
出
臨
所e福
組
事
務
O
泊
防
職
員
三
四
人
(
一
〉
て
亮
一
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

所
@
そ
の
他
市
常
各
施
設
等
を
合
!
神
間
保
育
所
@
大
野
@
費
国
@
蹴
す
。

吋
四
日
か
ら
、
朝
餐
道
に
蹴
っ
た
地
域
を
ニ

J。

一
一
向
築
地
域
に
変
更
す
る
。
と
の
決
定
を
一
つ
ま

D

、
理
議
官
都
最
小
説
の
規
定
に
よ

一
得
た
も
の
で
、
路
線
尚
北
舟
地
践
と
し
て
一
っ
て
、
住
宅
や
矯
工
業
地
域
で
は
、
敬

一
都
市
計
画
に
よ
る
新
道
路
か
ら
両
側
一
一
一
地
面
積
か
ら
九
却
を
引
い
た
面
積
の
穴

O
M以
内
が
対
象
地
域
と
な
っ
て
い
ま
一
割
以
内
の
態
坪
で
し
か
、
家
震
の
薄
明
ー

す
。
一
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
。

新
開
業
地
以
は
い
ま
口
誌
で
、
住
宅
一
商
業
地
域
に
な
る
と
、
敷
地
面
積
の

地
域
と
一
部
、
準

4

斗
南
地
域
も
と
に
指
定
~
七
割
出
品
で
の
坪
数
に
錘
て
る

ζ
と
が
で

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
度
の
一
一
ざ
る
わ
け
で
あ

D
ま
す
。

健
康
ま
つ
り
へ

と
の
目
、
平
塚
市
見
付
台
一
保
管
館
で

mの
H

儒
康
山
山
由
コ

h
u平
塚
大
会H
に
は
、

、
昨
年
皇
室
嚢
と
し
て
、
全
県
)
茅
ケ
崎
、
大
機
、
二
百
の
人
達
も
参
加

下
に
た
か
ま
っ
た
H

健
康
℃
え
の
関
心
一
し
て
、
前
れ
憎
か
ら
、
後
一
一
一
時
ま
で
。

を
結
集
ナ
る
窓
岡
山
か
ら
、
国
体
の
潤
設
一
皆
な
の
体
操
・
マ
ス
ゲ
ー
ム
@
パ
レ

を
活
用
し
て
、
健
同
国
活
訟
を
、
一
史
に
盛
一

l
ボ
i

ル
@
民
謡
@
総
立
体
操
@
う
た

ん
に
し
よ
う
と
一
?
な
ど
一
一
八
種
目
の
外
、
関
欝
パ
ン
ド

誕
生
コ
一
吉
の
勤
労
一
思
議

ω
P

一
の
パ
レ
ー
ド
エ
ノ
ヂ
オ
体
擦
の
ぎ

νサ

県
下
一
(
)
会
場
一
持
に
、
健
麗
去
っ

h
u
一
ン
に
よ
る
実
地
指
導
な
ど
が
行
な
わ
れ

が
俊
さ
れ
ま
す
。
…
ま
す

c

z
ロ
宮
w
・

2
6
Z晶w
e
-
z
m
四
回
開
山
明
言

E

，
臨X
W
E
Z
E
Z
輔
自
由
E
Z
R
z
a
z
ψ
z
z
と
お
宮
崎
哲E
@
黒
砂Z
Z
問
時
間
附
町
一
幡
宮

z
a軍a
w
E
R

・

お
議
申
望
書
ん
時
事
鰻
か
ら

a
p
さ
す
ね
ら
い
に
御
用
、
山
川
口
行
楽
の
一
ん
。

4

シ
ー
ズ
ン
。
お
出
か
け
の
と
き
は
一

O
滋
路
や
公
園
、
家
の
近
ぐ
引
し
討
っ
て

択
の
心
掛
を
お
忘
れ
な
く
。
一
は
い
げ
ま
せ
ん
。

。
る
す
番
を
お
く
か
、
鍵
危
か
げ
で
、
一

O
封
。
と
き
以
外
は
、
た
ま
を

ζ
め
な

よ
く
騨U
に
頼
ん
で
お
く
乙
と
。
一
い
こ
と
Q

O
タ
ン
ス
な
ど
に
、
お
金
や
賃
遺
品
を
一

E
R
v力
団
を
穣
だ
や
し
に
し
よ
う
。

お
か
な
い
よ
う
に
。
…
」
定
符
さ
ん
の
協
力
で
、
暴
刀
犯
擦
は

O
被
盟
間
に
あ
っ
た
ら
、
一
一
刻
も
早
く
い
四
一
ぐ
ん
と
少
く
な

D
ま
し
だ
。

け
出
る
こ
と
。
一
し
か
し
、
間
断
は
で
き
ま
せ
ん
、
ど
ん

一O
月
だ
け
で
、
あ
き
巣
ね
ら
い
は
一
一
な
ち
い
さ
な
乙
と
で
も
、
笹
察
に
相
続

四
件
も
あD
ま
し
た
。
一
し
て
下
さ
い
。

震
の
護
を
訪
ご
う4
7
f
露
止
に
震
刀

盟
一
搾の弾
が
、
体
に
う
ち
込
ま
れ
る
と
…
ま
県
で
は
、
盟
問
等
防
止
実
的
を
決

考
え
た
だ
け
で
もn
y
i
αと
し
ま
す
一
め
、
押
売
や
、
む
り
に
質
事
フ
仰
史
人
を

o
m
zロ烈
蹴
止
な
持

2
と
き
は
、
公
宏
議
員
一
ど
シ
ピ
シ
取
し
ま
る

ζ
と
に
な
り
ま
し

会
の
許
可
を
箆
け
る
こ
と
。
一
た
。
抑
売
り
に
買
わ
さ
れ
た
あ
と
か
ら

O
人
に
貸
し
たD
借
り
た
り
で
き
ま
せ
一
で
も
、
連
崩
し
て
下
さ
い
。

な
わ
れ
、
成
績
は
次
の
と
お

D

で
し
た

優
等

栗
山
益
一
一
(
土
沢
)
金
南
風

一
等

内
湯
忠
治
(
土
沢
)
一
東
山
コ
一
八

武
井
公
司
(
城
島
〉
b
v

一
一
等

神
奈
川
県
農
業
ま
つ
b

務
日
担
久
信
⑨
小
出
訳
出
制
蔵
(
金
出
)
岡

本
影
捌
@
片
倉
準
作em武
村
一
郎

(
塑
肘
)
石
川
正
三
(
城
島
)
併
藤

区
一
比
(
大
野
〉
鈴
木
勇
厳
(
旭
)

新
米
の
出
趨
り
も
間
近
い
で
し
ょ
う



…
一

川
一
札
竺
一
喝
引

川
一
明
暴
言
、
平
塚
の
産
業
聾
自
の
中
で
一

O
憲
一
一
室
、
平
塚
市
役
所
大
去
最

日
一
告
の
凶
に
一
応
す
と
お
り
、
重
苦
一
は
、
平
塚
都
市
計
画
用
途
端
替
変
更
一
軍
聖
地
位
書
め
る
よ
う
に
な
長
一
円
に
警
一

仙
一
添
っ
え
あ
ら
た
に
商
業
地
域
が
指
定
一
を
、
震
大
臣
室
相
し
て
い
ま
し
た
一
し
た
。
一

O
会
長
義
警
(
大
野
)
一

し
ご
さ
れ
ま
し
た

v

一
が
、
去
る
九
月
一
両
日
付
、
建
設
省
告
一

ζ

の
臨
眠
薬
の
持
迭
の
担
い
手
で
あ
る
一
会
日
夜
組
小
営
実
(
神
間
〉
一

a
F

抱
一
元
市
民
の
輩
出
も
あ
っ
て
、
宅
一
一
番
一
四
八
号
長
て
、
一

O
月
二
集
委
員
会
、
あ
た
ら
し
い
体
勢
じ
一
昇
、
委
員
一
八
名
に
よ
っ
て
一
組
織
一

一
お
か
れ
一
ま
し
た
。
つ
ま
台
、
広
大
な
農
一
忘
れ
て
い
ま
す
。
駒

五
設
を
抱
え
。
第
一
、
第
二
の
一
一
。
一

k
詰
ヨ
ロ
平

A

一
目
撃
芸
員
会
の
発
足
を
見
た
の
で
あ
一
文
字
小
島
空
一
一
ロ
メ
コ

一
り
ま
す
。
一
一
三
年
度
、
平
塚
市
水
稲
立
毛
品
評

一
平
塚
市
第
一
機
援
委
員
会
一
会
は
、
去
る
一

O
月
一
一
七
、
一
九
の
間

一O
管
轄
区
頃
は
、
旧
市
、
土
沢
、
金
部
一
日
に
、
出
品
七
一
ハ
点
の
参
加
を
得
て
行

一
岡
崎
の
地
域
で

一
(
)
事
務
所
を
、
平
塚
市
役
所
長
産
課
内

一
に
お
い
て
い
ま
す
。

一O
会
長
守
屋
覚
之
助
(
平
塚
)

一
会
長
伐
強
杉
山
慾
一
…
…
(
旭
)

一
の
外
委
員
三
一
名
を
討
し
ま
ナ
。

一
平
線
市
第
一
一
農
業
委
員
会

一O
管
一
織
広
域
は
、
大
野
@
神
出
入
間
島

一
の
地
域
で

ら

14 
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Z井

時
間M
W

端
組
車
協
調

遅霊関
皆様

安
る
一(
U月
一
一
一
一
一
日
付
で
、
平
塚
市
町

四
回
目
健
様
保
険
通
常
協
議
会
の
委
員
が

円
一
市
長
か
ら
一
議
抑
制
さ
れ
ま
し
た
、

和
一
と
の
協
議
会
は
、
富
山
の
運
営
に
つ

開
一
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
た
台
、
市

開
一
長
に
建
議
ナ
る
機
関
で
、
国
保
に
対
す

撫
一
る
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
も
、
こ
の
協
議

悌
一
会
を
過
し
℃
、
市
長
に
伝
え
ら
れ
去
す

新
任
の
委
員
さ
ん
の
顔
ぶ
れ
は
、

-
被
保
険
者
安
代
議
す
る
蚤
員

繋 D 8 号

~ 
z五言

石
塚
一
プ
ル
(
城
島
地
区
一
邦
議
員
)

関
谷
美
治
〈
岡
崎
地
区
元
議
員
)

熊
沢
一
冗
治
(
組
地
区
一
冗
一
袈
員
)

内
宮
長
次
郎
(
六
時
間
地
区
元
議
員
)

2

医
師
を
代
表
す
る
蚕
員

逮
滋
精
一
(
保
郎
)

永
瀬
一
一
位
(
医
師
)

志
村
得
之
(
掲
和
医
師
)

3

公
益
を
代
描
出
す
る
委
員

加
藤
芳
枝
(
市
議
会
議
員
)

相
、
当

軒高畿地

域晃革関

決
る

加
川
栄
(
市
議
会
議
員
)

高
口
保
問
(
平
塚
保
健
所
長
)

の
以
上
一O
人
で
すJ
G

明
治
俊
一
見
に
よ
っ
て
、
建
坪
率
が
引
き
一
乙
ま
か
い
問
国
や
脅
類
は
一
一
月
二
一
一

あ
げ
ら
れ
、
潟
渠
的
に
も
、
非
常
に
有
一

O
U同
ま
で
市
役
所
鎗
設
課
に
お
い
で
に

古
な
条
件
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
一
な
れ
ば
従
覧
出
来
ま
す
。

農
襲
撃
間
関
金

め
た
ら
し

関
保
仇
り
議
概
観
い
が

、通

り
ま
し
た

;日fi;paπ長 -L
告理主管責主義ぎ 護官開会
草署令高島量産只 ヵ:客報室
雫有名望 Z 管警富 喜雪空園高
三点竜寄露五竜崎 重露藤正

室長芸員 325 事 15 
tF語辞長三詰id
513ifF 開店
範子さi ii ii 
編負を療のやおす

警護害警護点主。

抱持議hiE
警護示。建合野器ぞ

i長野 iE
4宅警室長襲

~ 

助
中
院
の
給
付
は
、
一
件
に
つ
い
て
、

五
O
O円
。

葬
祭
の
給
付
も
、
一
件
に
ワ
い
て
、

同
じ
く
五O
O目
、
支
給
さ
れ
ま
す

3

受
診
誌
の
再
交
付

市
役
所
国
民
健
康
保
険
謀
及
び
大
野

'
J

交
問
、
ま
た
は
、

r

各
部
臨
所
で
醍
扱
鳴

い
ま
す
。
持
安
付
の
手
数
斜
は
四

O

円
で
す
。

今
井
泊
(
金
問
)
中
国
一
ニ
サ
一
来
る
十
一
百
一
白
か
ら
一
一
百
印
刷
、
民

純
一
勝
清
(
岡
崎
)
新
選
一
附
合
体
育
館
に
、
抑
京
川
県
民
却
さ
ら

器
局
兼
込
(
土
訳
)
一
東
山
コ
一
八
一

一
カ
際
保
さ
れ
ま
す
ο

設
h同
女
之
助
(
士
山
れ
)
{
同
国
民
一
盟
主
僚
に
よ
り

J
山
静
会
、
際
機
具
、

間
不
敵
対
尋
問
)
サ
チ
ヲ
タ
リ

J

一
回
髪
、
体
一
日
間
一
嘉
匡
一
語
、
郷
土
民
芸

柳
「
よ
詰
十
円
(
神
田
)
東
山
三
六
一

N
H
Kト
ン
チ
教
室
ー
な
ど
、
多
彩
な
行

遠
藤
野
仇
(
喜
一
)
タ
一
一
票
予
定
さ
れ
て
い
ま
丈

三
等
一

抑
下
茂
。
小
宮
政
臨
二
宵
木
秀
雄
一

(
神
間
)
一
一
位
向
庫
之
助
土
問
塁
兵
庫
←

体

............. 

成
人
の
反

を
求
ぬ
運
動

択
の
時
代
を
背
負
の
青
少
年
を
、
も
聞
が
、
秋
季
青
少
年
山
町
投
角
成
巡
動
に
呼

っ
と
よ
い
原
演
と
条
件
の
中
で
は
ぐ
ぐ
一
応
し
、
十
一
月
一
ば
い
、
全
国
的
に
く

も
う

e
i
l
-
-

と
呼
び
か
け
る
。
一
り
ひ
る
げ
ら
れ
去
す
。

作
成
人
の
総
反
省
と
と
も
に
、
一
保
育
少
年
間
選
協
議
会
等
が
主
脳
ず

青
少
年
の
自
覚
を
高
治
る
選
動
グ
一
る
も
の
で
、
青
少
年
保
誰
育
成
条
例
や

一
児
喜
重
豆
長
、
優
良
文
白
出
の
縫

~
せ
ん
、
有
害
な
本
や
朕
困
、
党
せ
い
剤

一
人
易
関
売
な
ど
の
様
絶
、
青
少
年

ω
た

一
め
の
地
域
組
叫
酬
の
確
立
な
ど
を
挙
げ
金

一
県
民
の
協
力
芝
、
安
求
し
、
一
方
、
機
蝿

一
紙
や
広
報
紙
、
ラ
ヂ
オ
、
陛
師
四
等
を
通

一
じ
て
在
発
指
掃
が
行

b
れ
‘
両
親
講
座

一
子
倶
と
大
人
の
懇
談
会
、
弁
論
会
、
映

一
商
会
な
ど
開
催
中
で
す

c

一
市
内
諾
凶
体
ヤ
市
民
の
積
版
的
な
参
加

一
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

魚
市
場
竣
工

こ
の
ほ
ど
、
水
産
関
係
者
待
望
の
市

常
魚
市
場
が
膿
工
、
施
工
者
一
一
一
谷
松
鶴

設
の
手
か
ら
、
去
る
一
O
対
一
一01口
、

市
へ
引
渡
し
を
受
貯
ま
し
た
。

総
工
費
六
}
(
)
万
丹
、
延
辞
一
一
一
二
五

坪
、
七
回
出
着
T泣
来
三
ヶ
月
会
議
し

'
た
も
む
で
、
会
議
室
や
事
務
所
、
応
援
一

室
、
玄J
T更
衣
望
、
冷
蔵
庫
ま
で
儲
え
一

た
立
探
な
も
の
、
駄
の
翠
甜
臓
器
に
、
は
一

で
や
か
な
影
凌
う
つ
し
て
い
ま
す
@



(4) 

史醸を

さぐる

間
関
村
の

平
塚
市
田
村
。
県
道
に
そ
っ
た
東
側

に
一
一
一
滞
韓
村
の
田
村
の
館
障
が
あ
る
。

去
十
年
ほ
草
間
ま
で
は
、
穏
や
土
塀
の

か
た
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
い
ま
は

一
面
の
畑
、
温
室
な
ど
も
あ
る
。

・
掠
実
輯
が
京
久
一
克
年
(
一
一
一
一
九
)

需
用
殺
さ
れ
た
あ
と
頼
朝
の
遠
縁
に
当

る
丘
大
国
道
家
の
子
藤
原
頼
経
が
鎌
倉

田
刊
の
将
軍
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
事
と

な
っ
た
。
当
時
頼
経
は
ま
だ
二
歳
の
幼

泊
。
六
月
廿
六
日
一
原
を
括
ち
七
月
十
一
瓦

臼
閉
村
の
館
に
到
っ
て
こ
と
に
丑
日
間

滞
情
し
、
同
月
十
九
日
勝
れ
の
鎌
倉
入

府
を
行
っ
た
υ

一
策
鑑
に
よ
る
と
、
頼
経

は
数
回
田
村
の
館
え
来
て
い
る
。
安
貞

一
一
年
(
ニ
一
一
一
八

)
l七
舟
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
館
の
主
義
付
は
そ
の
時
山

荘
に
修
理
を
加
え
、
御
殿
な
ら
び
に
渡

り
聞
を
新
設
し
怠
つ
庭
内
に
市
花
伊
一
植

え
て
将
軍
の
来
遊
ぞ
待
っ
た
。
廿
三
日
、

一
将
軍
頼
経
は
水
干
柁
持
て
鎌
倉
を
胞
で

一
一
出
発
し
た
が
、
途
中
目
指
に
乗
り
か
え
て

向
田
村
の
館
え
到
着
し
た
。
供
一
恐
は
執
根

市
一
北
山
知
一
露
、
北
索
時
現
以
下
数
百
名
。

盟
乙
れ
が
一
一
百
問
答
し
た
。
そ
の
問
、

便
一

郵
一

穣第 昭和31塁手 ll F.J IO 関iJ亙つらてム第58号

案

…
一
翼
襲
ひ
ら
く
雪
上
、
市
役
所
産
韻
市
民
保
今
月
護
，
肉
離
の
あ
っ
せ
ん
一
…

…
一
躍
毘
技
術
、
警
菱
商
業
基
か
、
費
出
禁
へ
お
い
で
否
定
の
納
震

i
i

市
の
共
踏
襲
所
〈
市
内
パ
ス
、
…
…

…
…
襲
撃
ど
の
内
容
で
二
月
一
九
語
、
罷
事
続
が
で
き
ま
す
。
(
襲
撃
事
税
第
一
一
期
分
間
石
町
四
丁
目
玉
石
崎
重
…
…

…
…
自
主
音
問
、
見
附
合
会
会
堂
に
お
弔
の
再
差
た
で
も
結
携
で
を
収
め
る

R
J

震
は
一
一
一OB
の
老
舗
け
な
い
人
の
た
め
に
内
職
一
一

回
炉
開
く
。
す
が
、
お
米
屋
さ
ん
に
貸
借
む
あ
る
限
り
一
銀
行
、
郵
露
語
、
直
撃
の
あ
っ
せ
ん
と
事
を
し
て
い
ま
…
…

輔
酬
明
市
内
の
店
員
、
店
主
か
ら
受
講
者
方
は
、
必
ず
清
震
を
演
ま
せ
て
か
務
審
へ
、
期
限
に
お
ぐ
れ
る
と
、
制
す
。

を
募
集
す
る
、
伊
込
は
市
役
所
商
工
ら
:
J
-

子
税
額
、
話
滞
加
簡
明
税
舗
が
か
さ
み
ど
う
ぞ
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
。
…
…

忠
弘
、
課
叉
は
商
士
会
議
所
へ
。
簿
記
検
定
問
験
ま
ず
か
ら
注
寂
し
て
下
さ
い
1
マ
フ
ラ
ー

ぷ
刑
判
移
~
韓
協
は
い
り
ま
せ
ん
。
日
本
商
工
会
議
所
、
平
塚
商
工
会
〈
市
役
所
}
国
定
資
跨
税
、
都
こ
世
一
円
!
一
二
月
三

O
錨
〉

米
躍
を
変
え
た
い
人
へ
議
所
の
主
催
で
簿
記
山
検
定
試
験
が
行
忠
一
引
麗
祝
第
四
期
分
、
納
期
は
一
一
円
〕

2
手
袋
か
が
り
(
一
ニ
打
一

O
O
円
)
一
…

簡
略
年
二
割
、
お
米
の
配
給
所
を
琴
え
な
わ
れ
ま
ナ
。
日
限
り
、
一

m
交
金
庫
支
は
、
安
所
、
'
3
Y
プ
ト
一
プ
パ1(日
英
)

1
4た
い
人
の
た
め
に
、
遣
の
謹
霊
会
場
見
付
芸
警
護
所
市
役
所
、
税
務
課
へ
、
ζ
の
(
一
個
六
円
、
八
月
、
一O
円
)
…
…

裂
を
ほ
り
扱
い
ま
す
が
、
日
時
二
月
三
昔
前
九
時
出
騒
徴
収
を
一
一
九
日
午
前
九
時
か
ら

4
入
居
ケ
ー
ス
額
二
個
一
O
円
)
…
…

今
回
は
一
一
月
五
、
一
六
日
の
露
都
議
一
0
0
円
書
室
分
間
庁
舎
(
馬
入
て
海
以
上
こ
器
工
雪
訴
し
ま
…
…

一
一
日
間
限
り
で
、
中
紘
一
二

O

円
犀
会
民
館
。
花
沢
緊
岡
山
闘
の
一
一
一
ケ
所
ナ
。

お
米
の
酎
絵
通
帳
に
、
印
鑑
を
持
上
級
一
五

O

円
も
行
い
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

農
業
近
代
化
へ
ス
タ

iト
…
察
、
初
代
会
長
に
石
川
護
主
義
)
一
皇
室
長
選
、
続
い
て
氷
室
作
一
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
わ
石
、
う
ち
一

Q
0
0
0
円
高
塁

手
の
時
代
、
害
時
代
は
も
う
お
そ
一
(
開
店
長
問
、
(
郡
里
町
内
向
日
記
れ
詩
的
な
れ
四
時
間
時
議
週
間
前
口
百
台
尚

一
、
い
う
わ
け
で
、
重
の
譲
二
佑
ヘ
ス
タ
ー
ト
。
一
手
。
一
カ
し
て
い
を
す
き
ま
し
た
、
残
品
、
手
リ
ン
ピ

一
一O
O人
選
、
去
る
八
2

塚
一
と
の
日
、
市
内
の
燥
機
義
務
に
よ
一

l
i
!
i

了
一

官
機
械
侶
協
会
与
つ
ぐ
り
ま
し
一
っ
て
塁
壊
の
慶
一
部
長
慣
が
仔
一
市
民
の
芦
を
聞
く
一
色
町
信
一
切

r
t間
口
一
担
問
会
一
え
納
入

H
u
r一一
月

一
な
わ
れ
、
一
一
一

風
が
し
み
る
舎
の
一
震
に
、
土
ハ
ン
ド
ト
一
プ
ク
?
扇
動
耕
う
ん
一
郵
便
局
一
認
し
見
開
諸
事
演
で
位
一
時
諒
一
一
一
お
前

木
(
撃
事
合
間
助
役
、
議
第
一
機
@
稲
刈
機
な
ど
が
喜
引
き
ま
し
た
一
種
局
で
は
一

ν
替
和
に
は
蓄
用
紙
が
添
え
て
あ
一
?
中
高
校
一
一
一
五
、
四
七
五
月

一
一
雲
会
長
、
護
課
長
、
中
地
方
一
一
一
一
月
山
震
に
お
け
る
、
第
一
伊
窓
口
サ
ー
ビ
ス
量
動

u
柔
で
震
の
裂
を
待
っ
て
い
ま
す
。
一
市
議
そ
の
他
三
、
七

8
回

裏
落
語
授
ら
一

O
O
余
人
事
一
耕
関
東
大
会
へ
特
設
と
し
て
、
神
田
一
君
、
田
る
ぐ
利
用
で
き
る
郵
露
と
一
語
、
鰻
長
室
長
、
喜
箱
一
安
田
合
計
五
九
、
問
。
一
回

…
が
備
え
つ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
出
企
翠
ず
(
銭
別
〉

…
嘉
一
戸
聞
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
一
運
動
に
芦
一

O
、

0
0
0月

一
四
九
、
田

O
二
回

一
援
を
お
ぐ
h
uま
し
ょ
う
。

舗慈役の周使郵

騒
…
…

。
ム
P
A
h
w
い4
3

昼
間
は
馬
場
で
遠
笠
懸
な
戸
田
刻
字
競
技

を
。
夜
は
群
な
す
識
女
の
舞
踊
な
苧
よ

揖
さ
せ
てζ
ζ
ろ
隔
世
ぐ
ま
で
歓
待
し

た
、
廿
間
百
に
は
三
浦
奉
村
と
佐
々
木

重
綱
と
が
陪
一
嘩
を
は
り
め
、
弓
と
太
刀

と
で
あ
わ
や
決
閣
の
一
歩
手
前
と
い
う

轄
迫
し
た
場
砲
な
ど
あ
っ
た
が
、
ま
う

ま
づ
ζ
と
な
く
サ
五
日
の
目
審
前
に
一

期
鍋
倉
え
引
き
あ
げ
た
と
い
う

ζ
と
で

あ
る
。

一
一
一
浦
義
符
は
証
一
一
応
光
年
〈
一
一
一
台
一

九
)
肌
は
し
て
い
る
。
岡
村
の
館
は
そ
れ

に
前
後
し
て
躍
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

高
瀬
慎
吾

求人
{男の人〕

職 時!人 i 給与〈以上〕
三輪波転手 I 1 I R 7 ， OOO~ 

櫛硝製関工 I 1 I 9 20 , OOO~ 

ターレ'yト主 I 1 I 日 400~ 

自動車修理工 I 2 I 月叫 OOO~

在託金工 I 5 I 日 300~

旋棉工 I 5 I タ 400"'"

バフ研磨ごと I 1 I 9 400~ 

電気溶接工 I 2 I 月 6 ， 000""'"

プレーナヱ I 1 I 9 15 , OOO~ 

ボ.!Jング工 I 1 I 915,000""'" 

組立仕上エ

理妥 ffiTI

t女の入、

店長 I 1 I R 5,000"'" 

者讃帰 I 2 ! 9 9.000""'" 

お百三予三 l19I94s50F
E喜一瓦司-i-r;-雨戸

~-- ~2t 1-2戸両00""'"
l主耳石器 1-11-;-工55F

内

14関--1..9鶴官官

県
後
援
会
納
入広

報
第
五
七
停
で

紹
介
し
た
、
議
開
H
6

t計
静m議
献
の
う
ちH
一
一O
議
d
は
須

賀
の
米
議
さ
ん
の
電
話
番
号
で
あ
り
ま

す
の
で
、
取
り
消
し
ま
す
。

欝
察
え
の
連
絡
は
か
欝
察

u
と
呼
ぶ

か
、
七
番
、
九
宏O穫
を
お
使
い
下
さ

hv 

みA
Y

ン
ピ
ッ
ク
募
金
あ

与
が
e
r
-う

メ
ル
ボ
ル
ン
の

か
第
一
六
回
才
y

ン
ピ
ッ
ク
に
、
日
本

か
ら
「
人
で
も
多
く
の
刊
賓
と
お
ぐ
ろ

う

u
と
時
び
か
け
た
、
オ
y

ン
ピ
y

ク

募
金
に
、
一
九
九
、
四

O
二
円
が
寄
せ
ら

お
わ
び


